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都市・インフラ開発
等のボリューム感の
あるインフラ整備事
業への⽇本産業の
参⼊

ロジスティックス、移動体管理、
鉄道等の交通運⽤など社会
基盤サービス分野への⽇本産
業の参⼊

さまざまな実践的プロジェクトを
通じたデータ蓄積と、世界１を
⽬指した研究開発

衛星観測等

周辺状況把握

計算資源と知恵の
集中投資（ポスト
京、DIAS）

リアルタイム解析

衛星通信等

リアルタイム収集

衛星測位等

⼈や⾞両の動き

安全保障および互恵的な協⼒体制の維持・強化

相⼿国の政府・国⺠へ
直接アピールする⽇本と
の連携・協働のシンボル

防災、交通、伝染病コントロー
ル等の基幹的な社会公益分
野において各国の政府・企業、
国際開発機関と共同して先
導的プロジェクトを⽴ち上げ

貢献

カッティング・エッジな社会技術シス
テムの知識・経験を有する⼈材の
育成とその国際ネットワーキング

ODA、JFPR（＠
ADB)、海外実証プ
ロジェクト予算等

継続することで国作り・まちづくりの
⻑期的な⽅向性を決める「上流

⼯程」に⾷い込める。
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宇宙と地上
⼀体となった総合戦略を

17

宇宙インフラ＋G空間


